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今日の内容

◼ IR（Institutional Research）担当者向け
実践プログラムについて（20分）

 以下、IR担当者向け実践プログラムを
「IRプログラム」もしくは「本プログラム」と呼びます

◼ Q&A（20分）

◼ 個別質問対応（20分）
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IRプログラム開発の動機

◼ 日本の大学におけるIR担当者

 職員：人事異動によって入れ替わる

 教員：任期が付いている場合が多い

◼ IR担当者に最低限必要な知識・スキルを
「体系的に養成」する履修証明プログラムの開発へ

構造的な問題

◼ 後任のIR担当者が何から初めてよいか分からない
 IRって何？
 何をするの？
 何を勉強すればいい？等

◼ IR業務が途切れる可能性
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Institutional Researchとは何か

◼ IRプログラム開発メンバーによる定義

 IRとは客観的なデータ分析に基づいた大学における諸活動の
効果検証及び、情報提供等を通じた大学の意思決定又は
業務の継続的改善を支援する機能・活動のこと

◼ IR担当者に必要な知識・スキル

1. 大学における教育研究や経営等の諸活動について理解できる

2. 大学における諸活動の効果検証を実践できる

3. 学内外から収集したデータを分析に適した形に処理できる

4. データを分析・可視化できる

5. 分析結果を分かりやすく説明できる

データマネジメント＆分析
Data Management & Analysis（DMA）
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IRプログラムの到達目標

本プログラムでは、左図の

• CK
• AS
• DM
• DA
• DS

に関する基礎的な知識・スキル
の習得を目標としています。

IRの初心者・初級者向けの
プログラム
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カリキュラム・マップ
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IRプログラム：4つのポイント



8

IRプログラム：2会場2サイクル開講
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2020年度第1サイクル：授業スケジュール

授業回 一日目（土曜日） 二日目（日曜日）

第1回 2020年5月9日 2020年5月10日

第2回 2020年6月13日 2020年6月14日

第3回 2020年7月11日 2020年7月12日

第4回 2020年8月22日 2020年8月23日

第5回 2020年9月12日 2020年9月13日

第6回 2020年10月3日 2020年10月4日

日1 9:00 - 10:30

日2 10:40 - 12:10

土1 13:00 - 14:30 日3 13:00 - 14:30

土2 14:40 - 16:10 日4 14:40 - 15:40

土3 16:20 - 17:50

昼食休憩

（4.5時間） （5.5時間）

土曜日

時間割

日曜日
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IRプログラムの特徴（1）

◼ 現場のニーズに合わせたカリキュラム構成

 大学評価・IE（Institutional Effectiveness）

 データマネジメント＆分析（DMA）
【収集 → DM → 分析 → 情報提供】

◼ なぜDMAが重要か

 日本の大学では、データの一元化が進んでいない

→ 部署ごとに（異なる形式で）データを管理

→ 分析に適した形でのデータ管理は稀
（例：表形式のデータは、BIツール等では扱えない）
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IRプログラムの特徴（2）

◼ なぜDMAが重要か（続き）

 日本のIR担当者には、以下のスキルが
データ分析をする前段として必要

1. 複数部署のデータを連携・統合

2. データを分析に適した形に処理
（変形、加工、エラーチェック等を含む）

3. 将来の経年分析等に備え、簡易DBを設計・構築

DM
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IRプログラムの特徴（3）

◼ Data Storytelling

 効果的に情報提供を行う技術のこと

 データを使って、伝えたいことを伝えたい人に伝える

 大学経営陣等の忙しいクライアントに対して、
短時間で要領よく的を射た説明をする技術は、
IR担当者にとって必須
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募集要項：2020年度 第1サイクル用（1）

※

※



14

募集要項：2020年度 第1サイクル用（2）

※



THANK YOU!
ANY QUESTIONS, COMMENTS OR SUGGESTIONS?

藤原 宏司 | Koji Fujiwara, Ph.D.

kfujiwara@cc.yamagata-u.ac.jp
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